
酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要① 

第２部 酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

Ⅰ. 酒田市人口ビジョンの位置づけ 
 
Ⅱ. 酒田市人口ビジョンの対象期間 
 
Ⅲ. 人口問題に対する基本認識 
  １. 国の長期ビジョンより ー国民の認識の共有が最も重要 

  ２. 酒田市における「認識の共有」 
 
Ⅳ. 人口の現状分析 
  １. 総人口の推移と将来推計 
  （１）総人口の将来推計 
  （２）男女別人口 

  （３）世帯数の推移 
  ２. 年齢区分人口 
  （１）年齢３区分別人口の推移と将来推計 
  （２）年齢５歳階級別人口（人口ピラミッド） 
  ３. 自然減と社会減 
  （１）自然増減と社会増減の推移 
  （２）人口の自然増減に関するデータ 

      ①出生数と死亡数 
      ②自然増減率の県内比較 
      ③出生数と合計特殊出生率の推移 
  （３）人口の社会増減に関するデータ 
      ①転入・転出の推移 
      ②年齢別の転入・転出者数 
      ③青少年の流出入状況 

      ④高校卒業後の地元定着割合 

      ⑤自治体別転出入の状況 
      ⑥昼夜別人口の推移 
      ⑦通勤・通学による流入・流出人口（15歳以上） 
      ⑧産業別人口分析 

Ⅴ. 将来人口推計 
  １. 社人研および日本創成会議による推計 
  ２. 人口減少段階 
  ３. 将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度の分析 
 
Ⅵ. 人口減少や人口構造の変化が本市の将来に与える影響 

 
Ⅶ. 人口の将来展望 
  １. 将来展望の基礎となる市民意識調査等（速報値） 
  ２. 目指すべき将来の方向 
  （１）現状および推計に関する整理 
  （２）目指すべき将来の方向 
  3. 人口の将来展望 

Ⅰ. 酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ 
  １.酒田市におけるこれまでの取組 
      ～酒田市総合計画との関係性～ 
  ２. 総合戦略の計画期間 
  ３. 取組体制 
  
Ⅱ. まち・ひと・しごと創生に向けた基本的な考え方 
  １. 「まち・ひと・しごと創生」政策５原則との整合性 
  ２. ＰＤＣＡサイクルの確立について 
  ３. 酒田の強みを最大限に活かす 
  
Ⅲ. 目標の設定 
  １. 目標とする人口（酒田市人口ビジョンより） 
   2. ４つの基本目標 
  
Ⅳ. 施策の基本的方向と具体的な施策 

第１部 酒田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン 



酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要② 

【人口の将来展望】 

○2040年（平成52年）に●万人程度、2060年（平成72年）に 
 ●万人程度 の人口を確保する。 

 

 

【人口の現状分析】 

【目指すべき将来の方向】 
 ≪社会減対策≫ 
 転出せずに「住み続けたい」、転出しても「戻りたい」、住んだこと 

 がなくても「住んでみたい」と思える酒田にする。    

  ⇒人口の社会増減を早期に均衡させる。 

 

 ≪自然減対策≫ 
 結婚・子育ての希望が叶う酒田にする。 
    ⇒合計特殊出生率を上昇させる。 

 

・国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）の推計によると2060年（平成  
 72年）には４万８千人程度まで減少。 
 H2：122,850人、H22:111,151、H52:71,172人、H72：47,704人 
・2040年（平成52年）における本市の人口減少率は、県内平均を大きく下回る。      
 酒田市：▲36.0％、県内平均：▲28.5％（H22年比） 
・年少人口と生産年齢人口の割合が低下し、老年人口の割合は上昇。 
 高齢者1人を支える生産年齢人口 H22：2.1人、H52：1.1人   
 

“結婚・出産・子育ての希
望”がかなう酒田をつくる 

“つながり”と“安心”にあふれた

「住み続けたい」酒田をつくる 

酒田への新しい 
人の流れをつくる 

“働きたい”がかなう 
酒田をつくる 

心豊かに穏やかで未来に向かうまちづくり【人】 

誇りと信頼にあふれる協働のまちづくり 【ふるさと】 

創造が世界に広がる活力あるまちづくり【交流】 

雇用創造 市民元気 個性創造 まち快適 

基

本

目

標 

総合計画を基本としながら
新たな施策も検討 

①人口減少の抑制・克服、②人口減少・高齢

化社会の中での住みよい地域環境の確保 

に直接資する施策に特化 

酒田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（2015～2019年の5ヵ年） 

施策の大綱（８つの柱） 

酒田市総合計画（2008～2017年） 

重点プロジェクト 

取組結果、
評価の反映 

2018年以降の
次期総合計画
に反映させる 

①公益の心を育むまち、②元気があふれるまち、③地域力が高

いまち、④安全と安心を実感できるまち、⑤潤いと美しさが広

がるまち、⑥賑わいと活力に満ちたまち、⑦明日を拓く交流の

まち、⑧市民のための質の高い行財政運営 

基本理念 

都市の将来像 

人いきいき まち快適 未来創造都市 酒田 

酒田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（～2060年） 

H52 H72 


